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平成２５年１月２５日

松浦市指定地域密着型サービス事業者　様

松浦市長　友広　郁洋

認知症グループホームへの入居要件等について

日頃より、介護保険事業の運営につきまして、ご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。
さて、平成２５年１月１７日に開催されました「松浦市介護保険地域密着型サービス運営委員会」において、認知症グループホームへの入居要件についての協議が行われ、別紙のとおり今後の基本方針が示されましたので、お知らせします。
【改正内容（現行との比較）】

○　他市町村から転入して（住所を移して）入居することに対する取扱い
（別紙１）
【現行】　（原則）転入後１年を経過した者
（例外）ケースによっての判断を行う。
【改正】　（原則）転入後１年を経過した者

（例外）２親等以内の親族が１年以上市内に居住している者については、原則を適用しません。ただし、１ユニットあたり１名とし、その者が入居後１年を経過したときは、１ユニットあたり１名に算入しないこととします。
○　他市町村に所在する地域密着型サービス事業所を松浦市民が利用する場合または、市内に所在する地域密着型サービス事業所を他市町村民が利用する場合の取扱い（別紙２）
【現行】　（明確な方針を示していませんでした。）
【改正】　他市町村に所在する地域密着型サービス事業所を、松浦市民が利用を希望する場合に、市内事業所の定員に空きがあるとき等は、他市町村長へ指定の同意を求めません。

また、市内に所在する地域密着型サービス事業所を、他市町村民が利用を希望する場合は、市内事業所の定員を満たさない月が３か月以上続いている場合に限り、指定に同意することとします。
なお、住所地特例対象施設に入所（入居）中の被保険者、または入所（入居）中の他市町村被保険者には、基本方針を一部適用しません。

（別紙２）
松浦市指定地域密着型サービス事業者等の指定に係る同意の基本方針
（目的）

第１条　この基本方針は、介護保険法（平成９年法律第１２３号。以下「法」という。）第７８条の２第１項の規定による指定地域密着型サービス事業者の指定及び法第１１５条の１２第１項の規定による指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に係る法第７８条の２第４項第４号及び法第１１５条の１２第２項第４号の同意（以下「同意」という。）についての基本的な方針を定め、介護保険の被保険者（以下「被保険者」という。）の円滑なサービス利用に資することを目的とする。

（同意を求める基準）

第２条　法第９条により松浦市を保険者とする被保険者（以下「松浦市被保険者」という。）が市外に所在する指定地域密着型サービス事業所又は指定地域密着型介護予防サービス事業所（以下「市外指定地域密着型事業所」という。）の利用を希望するときは、市長は、松浦市被保険者の申出に基づき、利用を希望する市外指定地域密着型事業所に受入れの可否を確認した上で、市外指定地域密着型事業所の所在する市町村の長に対し、指定に係る同意を求めることとする。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、同意を求めないことができる。

（１）　市内に所在する指定地域密着型サービス事業所又は指定地域密着型介護予防サービス事業所（以下「市内指定地域密着型事業所」という。）の定員に空きがあるとき。

（２）　その他市長が、同意を求めないことを妥当と判断したとき。

２　前項第１号及び第２号の規定は、法第１３条に定める住所地特例対象施設に入所又は入居中の被保険者については、適用しない。

（同意をする基準）

第３条　松浦市以外の市町村長から、市内指定地域密着型事業所を指定することについて同意を求められたときは、松浦市被保険者の利用だけでは、市内指定地域密着型事業所の定員を満たさない月が３月以上続いている場合に限り、同意することとし、当該市町村長あて通知する。ただし、市長が同意しないことが適当であると認めたときは、この限りでない。

２　前項の規定は、市内に所在する法第１３条に定める住所地特例対象施設に入所又は入居中の者については、適用しない。ただし、その者の利用希望が松浦市被保険者と競合するときは、松浦市被保険者を優先する。
附　則
この基本方針は、平成２５年２月１日から適用する。
（別紙１）

松浦市指定地域密着型サービス事業者等の指定に係る条件の基本方針
（目的）

第１条　この基本方針は、介護保険法（平成９年法律第１２３号。以下「法」という。）第７８条の２第１項の規定による指定地域密着型サービス事業者の指定及び法第１１５条の１２第１項の規定による指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定に係る法第７８条の２第８項及び法第１１５条の１２第６項の条件（以下「条件」という。）についての基本的な方針を定め、事業の適正な運営を確保することを目的とする。

（他市町村からの転入における条件）

第２条　松浦市以外の市町村から転入し、市内に所在する指定地域密着型サービス事業所又は指定地域密着型介護予防サービス事業所のうち、認知症対応型共同生活介護、介護予防認知症対応型共同生活介護の利用を希望する者は、転入後１年を経過した者でなければならない。
２　前項の規定は、２親等以内の親族が１年以上松浦市内に居住している者については、適用しない。ただし、それぞれの指定地域密着型サービス事業所又は指定地域密着型介護予防サービス事業所において、利用を受け入れることができる人数は、１ユニット１名とする。なお、その者の利用が１年を経過したときは、１ユニット１名に、算入しない。
附　則
この基本方針は、平成２５年２月１日から適用する。
問合せ先


松浦市健康ほけん課　介護保険係


内線１５４　宮崎、辻田









